
 

           新技術調査表（１） 登録番号 1501013 

名  称 カラーサンド工法 作成年月日 

 更新年月日 

   2016年1月22日

2021年6月16日

 副  題 透水性と保水性を有する歩行者系景観舗装材  開発年月日 1995年7月 

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

舗装 

 

耐久性：15年以上 

法勾配：平坦～1：2 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 三和グランド株式会社 担当部署 技術部 

担当者名 山本 周二 ＴＥＬ 03-3839-8501 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 三和グランド株式会社 担当部署 経営管理部 

担当者名 上野 未 〒 113-0034 ＴＥＬ 03-3839-8501 

住  所 東京都文京区湯島3-31-5 ＦＡＸ 03-3839-8503 
 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.sanwagrd.co.jp/ e-mail h-ueno@sanwagrd.co.jp 

【概 要】 

カラーサンド工法は、高炉での製鉄段階で派生する高炉水砕スラグを骨材に採用することにより耐久

性と環境性を兼ね備えた、透水性と保水性を有する歩行者系景観舗装材です。 

【特 徴】 

1.透水性が抜群、且つ高い保水性を維持できる舗装 

2.スロープ部など勾配のある箇所への対応可 

3.舗装寿命が１５年以上の高耐久性舗装 

4.自然土の風合いがあり、園路や遊歩道に最適 

5.循環型社会に貢献できるリサイクル率の高い舗装 

 

 
 

写真-1 採用例（石神井公園ステージ周辺） 

        

http://www.sanwagrd.co.jp/
mailto:h-ueno@sanwagrd.co.jp


新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   61件 
  国 土 交 通 省 ：   27件 
  その他公共機関：  1,551件 
  民 間：   178件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：   41件 

 都市整備局：    3件 

 港 湾 局：    3件 
  

水 道 局：    2件 

  下 水 道 局：    1件 

  交 通 局：    0件 

  そ の 他： 11 件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号： 特許 第3050793号   ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：        ）    ②民間開発建設技術（番号：        ） 
   ・証明年月日（         ）     ・証明年月日  （           ） 
                      ・証明機関    （             ） 
 ③新技術情報提供システム[NETIS]        ④その他           （            ） 
 （番号：KT-060017-A登録年月日：2006年5月）     

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ②環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ⑥リサイクル ⑦景 観 

 自由記入 透水性、保水性、斜路施工対応、路面温度上昇抑制、バリアフリー対応 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ⑨地球環境への影響抑制 
 ⑩ 省資源・省エネルギー ⑪ 出来ばえの向上 ⑫ リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名：一般的な土系舗装 厚50㎜ 
 １ 工 程【１短縮（  ％）②同程度 ３増加（  ％）】（           ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経 済 性【①向上（ 10％）２同程度 ３低下（  ％）】（㎡単価の直接工事費低減） 
 ４ 施工管理【①向 上    ２同程度 ３低下          】（現場品質管理の実施  ） 
 ５ 安 全 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（すべり抵抗性     ） 
 ６ 施 工 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】（骨材のリサイクル率  ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（耐凍害性・強度増進  ） 
 10  そ の 他（景観に合わせた色設定が可能となる                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定      出典：「国土交通省 公共工事設計労務単価」 
 【施工単価等】  
・設計条件・・・面積200㎡/日、平坦地、昼間工事、骨材10ｔ車搬入による表層厚50㎜ 
                                      直接工事費（200㎡当り） 

比較項目 単 位 
従来工法 新規工法 

効 果 
一般的な土系舗装 

カラーサンド 
(t=50mm カラー) 

工 程 日／200㎡ 1 1 0％ 
省人化 人日／200㎡ 9  9 0％ 

経
済
性 

材料費 円／200㎡ 不明 1,100,000 ％ 
工事費 円／200㎡ 不明 300,000  ％ 
その他 円／200㎡ 運賃別途 運賃込み ％ 
材工共 円／200㎡ 1,553,400 1,400,000 10％ 

【施工上・使用上の留意点】 
・路床設計ＣＢＲが３未満の軟弱地盤の場合、「フィルター層」（土工用水砕スラグまたは砂）を 

必ず設置してください。凍上現象が予想される場合も「フィルター層」をご採用ください。 
 
 【参考資料】 
「舗装設計便覧」「舗装設計施工指針」「アスファルト舗装要綱」「セメントコンクリート舗装要綱」（(社)
日本道路協会）、「コンクリート標準示方書」（土木学会）、「鉄鋼スラグの特性と有効性」（鉄鋼ス
ラグ協会） 
 
 
 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

1. 透水性が抜群、且つ高い保水性を維持できる舗装 

骨材に採用している高炉水砕スラグの多孔質形状が有効に働き、透水性と保水性を両立す
る歩行者系舗装を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

       

写真-2 高炉水砕スラグ       写真-3 高炉水砕スラグ画像（拡大画像） 

保水性を有するため気化熱により路面温度を下げ、さわやかな舗装となります。    
                                         
 （１）現場透水試験（新設時）                          
    １）試験目的：透水量の確認                        
     ２）試験方法：「舗装調査・試験法便覧」S025 現場透水量試験に準拠    
     ３）試験機関および試験日：当社透水試験器による自社試験 2014年10月24日都
内現場  ４）評価機関および基準値：現場透水量400ml/15s以上           
                  （土木工事施工管理基準における歩道表層の路面浸
透水量）  ５）試験結果および評価：平均951cc/15秒と基準値を大幅に上回り優れた透水
性を確認。                                    
    （２）現場透水試験（供用7年後）                     
       施工後７年経過した「千鳥ヶ淵四季の道（現：千鳥ヶ淵緑道）」における現
場透水試  験の結果、平均400ml/15秒であり基準値と同等の機能を維持していることを確
認。   （試験実施日：2015年9月30日）                     
     （３）保水性・吸水性試験                        
       １）試験目的：保水量の確認                     
        ２）試験方法：（社）インタロッキングブロック舗装技術協会の「インタ
ーロッキン           グブロック舗装設計施工要領」に準拠。供試体本数2
本。        ３）試験機関および試験日：（財）東京都道路整備保全公社 土木材
料試験センター                2011年8月2日            
          ４）評価機関および基準値：吸水性（吸上げ高さ）30分後の吸上げ高
さ70％以上                  保水性（保水量）0.15ｇ/㎤以上   
                       （インターロッキングブロック舗装設計
施工要領に定める                保水性ブロックの基準値）     
           ５）試験結果および評価：吸水性85～82％、保水性共に0.23ｇ/㎤
と基準値を上回る優               れた保水量を確認。 

2. スロープ部など勾配のある箇所への対応可 

骨材自体「高炉水砕スラグ」は内部摩擦角が大きく斜面すべりに対する抵抗モーメントを
増大させる大きなせん断抵抗力を発揮します。またスランプ０の硬練り状態で舗設をおこな
うため斜路から流れるようなこともなく、法勾配（１：２）でも安定した施工が確保されま
す。 

3. 舗装寿命が１５年以上の高耐久性舗装 

一般的な土系舗装の約3倍の曲げ強度を実現し、更に経年による雨水の浸透による骨材に含
まれる化学成分が水和反応を示す潜在水硬性により経年とともにじっくりと強度が増進しま
す。 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
・都市公園内園路整備事業など 
・河川管理通路整備事業など 
・街路歩道整備事業など 
 



新技術調査表（４） 

                

                     ※採用例（あけぼの子どもの森公園）につきましては、
平成9年施工の公園園路であり施工後18年経過した今
もしっかりと園路として活用されており、15年以上の
耐久性を実証しています 

                

                

 

 

 写真-4 採用例（あけぼの子どもの森公園） 

（１）曲げ強度試験                                    
１）試験目的：曲げ強度の確認                              
２）試験方法：JIS R5201センメントの物理試験による曲げ強度試験             
３）試験機関および試験日：（財）東京都道路整備保全公社 土木材料試験センター      
             現場毎に材令28日にて試験実施。                
４）評価機関および基準値：歩行者系道路舗装に対しての曲げ強度は一般的に規定されておらず、
             歩行者系道路舗装に管理車輌の通行を前提とした舗装構成の規定が
             あるため、それに対応した曲げ強度の当社基準値を設定しています。
             2.95N/㎟以上。                       
５）試験結果および評価：JIS R5201に準拠した40×40×160㎜の供試体3連式型枠にて現場で混練
            りした材料を打ち込み材令28日にて試験を実施し、現場毎の曲げ強度は
            3.44～4.90N/㎟以上と基準値を満足する曲げ強度を確認。 

4. 自然土の風合いがあり、園路や遊歩道に最適 

採用している骨材「高炉水砕スラグ」は5-0㎜の粒径であり自然土に近い風合いがあり且つ湿潤状態
でも滑りにくく、また衝撃を吸収するため足腰に負担の少ない安心安全な舗装となっています。   
（１）すべり抵抗試験                                   
   １）試験目的：すべり抵抗性の確認                           
   ２）試験方法：振子式スキッドレジスタンステスター方法                 
   ３）試験機関および試験日：（財）東京都道路整備保全公社 土木材料試験センター     
                 2010年5月13日都内現場                  
   ４）評価機関および基準値：BPN値40以上（湿潤時）                   
   ５）試験結果および評価：BPN平均値76と基準値を大きく上回る結果となっており、歩行者に 
               とって雨の日でも安心して歩行できる舗装材として機能。    
   （２）弾性反発試験                                  
     １）試験目的：舗装表面硬度の確認                         
     ２）試験方法：硬球(25.4㎜/φ)を地上1ｍから落下させ反発高さを比率で示す方法    
     ３）試験機関および試験日：当社による実地試験。2000年4月2日都内現場        
     ４）試験結果および評価：コンクリート舗装と比較し1/3、アスファルト舗装と比較し1/2 
                程度となっており、骨材の無数の空隙により衝撃を吸収できソフ
                トな歩行感覚が得られます。 

5. 循環型社会に貢献できるリサイクル率の高い舗装 

カラーサンドの80％以上を構成する骨材である「高炉水砕スラグ」はグリーン購入法における公共
工事（資材）の特定調達品目に指定されており、循環型社会の形成に大きく貢献します。      
また、舗設後の周辺動植物への影響もなく安心安全な舗装としてご採用いただけます。これまでの採
用実績でも周辺動植物等への影響が出たという現場は皆無です。               
（１）溶出試験・含有試験                                 
   １）試験目的：カラーサンドの溶出試験・含有試験                    
   ２）試験方法：溶出試験JIS K0058-1の5、含有試験JIS K0058-2              
   ３）試験機関および試験日：（財）東京都環境整備公社、2011年1月            
   ４）評価機関および基準値：カドミウム、鉛、六価クロム、ひ素、総水銀、セレン、ふっ素、 
                ほう素の8項目についてJIS K0102に基づく基準値。      
   ５）試験結果および評価：溶出試験、含有試験ともに上記８項目の基準値以下または定量下  
              限値未満という結果であり、安全性を確認。 

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

建設局 

 

建設局 

 

財務局 

 

建設局 

 

港湾局 

 

 

港湾局 

北多摩北部建設 

事務所 

東部公園緑地 

事務所 

 

 

西部公園緑地 

事務所 

東京港管理事務所 

 

 

東京港管理事務所 

空堀川整備工事（その204） 

 

上野動物園パンダの 

ふるさとゾーン外構工事 

都立八王子地区第二 

特別支援学校新築工事 

平山城址公園園路改修 

工事 

夢の島緑道公園 

サイクリングルート 

整備工事 

有明親水海浜公園整備 

工事（その２） 

2020/11 

 

2020/5～6 

 

2020/3 

 

2019/8～10 

 

2019/11 

 

 

2019/10 

 

 

 

 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

品川区役所 

 

国土交通省 

昭和記念公園事務所 

住友不動産 

 

水戸市役所 

 

国土交通省 

八ッ場ダム工事事務所 

京都府 

京都土木事務所 

 

不動前緑道他2箇所舗装 

改修工事 

明治記念大磯邸園事業地 

管理工事 

（仮称）有明北３－１ 

地区C街区暫定利用計画 

水戸城大手門復元整備 

外構工事 

八ッ場ダム本体建設 

二期工事 

鴨川公園都市公園等災害 

復旧工事管内一円都市 

公園等応急復旧工事 

2021/2～3 

 

2020/7 

 

2020/4～7 

 

2020/4 

 

2020/2 

 

2019/4 

 

 

 

 

 

【評価等がある場合、その内容】 

表彰：平成14年度異業種交流成果表彰事業「優秀製品賞」受賞（平成15年）          
表彰：埼玉県発明創意くふう展「経済産業省関東経済産業局長奨励賞」受賞（平成17年）    

 
 


